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子ども（中学生・高校生）議会開催 12ページ

一般質問 町民のおもいを届ける60分 15ページ

西部公園北側整備工事がスタート４ページ

笠田中ほ場整備跡地の用地買収が進む２ページ

主 な 内 容

かつらぎ町パークゴルフ協会さくら会 月例会にて
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議案審議

９月会議

　
９
月
会
議
で
は
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
や
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
、
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
と
家
庭
的
保
育
事
業
の
安
全
管
理
の
徹
底
に
係
る
規

定
の
新
設
な
ど
の
条
例
改
正
と
、
各
会
計
の
補
正
予
算
を
審

議
し
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
各
会
計
決
算
認
定
が
提
出
さ
れ
、
決

算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
査
す
る
こ
と
に
し
た
。

１件
２件
９件
11件
５件
２件
２件
２件
２件
７人

9月会議（8/28～9/15）
専決処分
人 事
補正予算
決 算
条 例
契 約
事件議決
諸 報 告
意 見 書
一般質問

　
　
　
駐
車
場
用
地
の
一
部

が
売
買
の
契
約
に
至
ら
な
か

っ
た
。
別
の
場
所
に
駐
車
場

の
用
地
を
確
保
す
る
の
か
。

町
長　
９
月
７
日
に
事
業
者

と
協
議
を
し
、
本
町
が
確
保

で
き
な
か
っ
た
土
地
は
、
今

後
事
業
主
に
お
い
て
考
え
て

も
ら
い
、
一
定
の
条
件
で
本

町
が
確
保
で
き
た
土
地
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
事
業
は
継

続
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

問

　
　
　
買
え
な
い
土
地
は
。

産
業
観
光
課
長　
買
え
な
い

可
能
性
が
濃
厚
な
の
は
２
件
。

北
側
西
の
土
地
約
１
万
３
０

０
０
㎡
と
、
相
続
が
困
難
な

土
地
（
同
意
見
通
し
）
１
件
。

そ
れ
以
外
は
地
権
者
の
同
意

を
得
て
買
収
で
き
る
予
定
。

問

同
一
の
所
有
者
で
あ
り
、
事

業
説
明
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
こ
と
か
ら
、
町
が
買
収
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
物
件
補

償
額
が
７
４
０
０
万
円
を
超

え
る
の
は
、
果
樹
の
立
木
補

償
が
多
い
た
め
。

問

企
業
誘
致
に
よ
る
効
果

・
総
合
リ
ゾ
ー
ト
施
設
に
お

　
け
る
４
０
０
人
の
雇
用

・
年
間
観
光
客
１
０
０
万
人

　
の
流
入

事
業
予
定

・
事
業
用
地
の
買
収　

　
令
和
４
年
度
〜
５
年
度

・
農
地
の
転
用
手
続
き

　
令
和
４
年
度
〜
６
年
度

・
事
業
者
へ
の
用
地
売
却　

　
令
和
７
年
度

・
事
業
者
に
よ
る
施
設
整
備

　
令
和
７
年
度
〜

用
地
確
保
の
見
通
し
は

　
　
　
　
笠
田
中
の
元
農
地
造
成
地
に
総
合
リ
ゾ
ー
ト
施
設

　
　
　
　
を
建
設
す
る
た
め
の
企
業
誘
致
は
、
令
和
５
年
度

　
　
　
　
中
に
用
地（
13
万
３
３
０
３
㎡
）を
買
収
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
た
だ
し
地
権
者
39
人
の
う
ち
、
買
収
困
難
な
用

地
が
２
件
出
て
い
る
。

　

内容さ
ら
に
用
地
を
追
加
買
収

　
　
　
　
株
式
会
社
ア
ク
ア
イ
グ
ニ
ス
か
ら
用
地
（
１
万
３

　
　
　
　
１
５
６
㎡
）
の
追
加
開
発
の
申
し
出
を
受
け
、
８

　
　
　
　
８
５
２
万
９
０
０
０
円
の
予
算
が
組
ま
れ
た
。

内容

一
般
会
計
補
正
予
算

　
周
辺
道
路
の
渋
滞
が
一

番
の
心
配
で
す
。
公
共
交

通
で
の
来
場
者
に
ポ
イ
ン

ト
バ
ッ
ク
や
割
引
等
の
施

策
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

渋
滞
対
策
に
工
夫
を
！ 和田　康男 さん

わ　だ　　　やす お
萩原

笠田中ほ場整備跡地の 用地買収が進む

妙寺団地の解体工事 アスベスト除去 用地確保状況

登記済
13.1％

契約済 65.5％

同意済
9.6％

相続困難
2.0％ 買収困難

9.8％

ほ場面積
133,303 ㎡

　
　
　
工
事
費
５
１
６
０
万
円
の
う
ち
、
ア
ス
ベ
ス
ト

工
事
の
費
用
は
。
ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
度
は
。

管
財
情
報
課
長　
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
の
費
用
は
工
事
費

の
約
半
分
で
、
除
去
工
事
は
10
戸
の
住
宅
の
外
壁
。
内

装
は
専
門
業
者
と
協
議
を
行
い
、
調
査
費
用
と
比
較
し

た
結
果
、
今
回
は
「
み
な
し
」（
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
想
定
）
で
行
う
。
危
険
度
は
３
段
階

で
一
番
軽
い
レ
ベ
ル
３
。

問 　
　
　
　
妙
寺
団
地
の
第
３
期
除
却
工
事
を
年
度
内

　
　
　
　
で
実
施
す
る
。
今
回
の
除
却
件
数
は
22
戸
。

　
　
　
　
こ
の
工
事
が
終
わ
れ
ば
、
令
和
７
年
度
に

５
号
館
を
建
設
す
る
。
そ
の
後
は
、
南
側
に
あ
る
木

造
の
町
営
住
宅
の
解
体
工
事
を
残
す
の
み
と
な
る
。

内容

令和５年９月現在

質問者と答弁者が激しい争いをするのかと思っていたが、お互いが意見を尊重した
うえで、本気でまちをよりよくしていこうとする姿勢が垣間見えた。（20代男性）議会を傍聴して

議案審議

工
事
請
負
契
約

企
業
誘
致
事
業
買
収
用
地
位
置
図

京奈和自動車道付近から見た総合リゾート施設建設予定地（笠田中）

　
　
　
な
ぜ
用
地
を
企
業
で

は
な
く
町
が
追
加
買
収
す
る

の
か
。
物
件
補
償
額
が
多
い

の
は
な
ぜ
か
。

産
業
観
光
課
長　
事
業
用
地

に
隣
接
す
る
西
側
の
土
地
１

万
３
１
５
６
㎡
は
、
す
で
に

買
収
を
進
め
て
い
る
土
地
と

集会所北側の解体される住宅集会所北側の解体される住宅

いただいた傍聴アンケートを基本的に原文のまま掲載しています
（個人を特定できる表記は除いています）。議会を傍聴して
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議案審議

　
　
　
ど
の
部
分
の
工
事
が

で
き
な
く
な
る
の
か
。

建
設
課
長　
駐
車
場
の
整
備

と
、
遊
歩
道
の
舗
装
を
延
期

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

問

　
　
　
学
童
保
育
の
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
に
は
安
全
装
置
が
付

い
て
い
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長　
義
務
と
な

っ
て
い
な
い
の
で
付
い
て
い

な
い
。

問

　
　
　
指
定
管
理
者
の
代
表

者
と
、
町
長
は
じ
め
教
育
長

が
定
期
的
に
懇
談
し
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
安
心
を
さ
ら

に
高
め
て
は
。

教
育
長　
今
後
取
り
組
み
た

い
。

町
長　
現
場
で
お
互
い
が
課

題
を
整
理
す
る
こ
と
が
重
要

で
、
さ
ら
に
代
表
者
と
協
議

も
大
事
。
先
般
も
こ
ど
も
園

の
指
定
管
理
者
と
懇
談
し
た

の
で
、
機
会
を
と
ら
え
て
懇

談
し
た
い
。

問

　
　
　
義
務
で
な
い
か
ら
付

け
な
い
で
は
な
く
、
今
後
付

け
て
は
。

教
育
次
長　
今
後
協
議
し
て

進
め
て
い
き
た
い
。

問　
　
　
指
定
管
理
者
と
、
ど

の
よ
う
に
協
議
連
携
を
図
っ

て
い
る
の
か
。

教
育
長　
２
カ
所
の
学
童
保

育
施
設
を
訪
問
し
て
、
現
場

の
様
子
を
見
学
し
関
係
者
と

具
体
的
な
対
策
を
協
議
し
て

い
る
。

問

健
康
増
進
と
地
域
交
流
を
図
る

　
　
　
　
西
部
公
園
は
、
今
年
度
末
に
工
事
の
完
成
を
目
指

　
　
　
　
し
て
き
た
が
、
国
費
が
削
ら
れ
た
の
で
５
５
０
０

　
　
　
　
万
円
程
度
工
事
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
国
に
対
し

秋
に
追
加
補
正
を
要
望
す
る
が
、
補
助
金
交
付
が
令
和
６
年

度
に
な
る
と
、
供
用
開
始
が
令
和
６
年
度
以
降
に
な
る
。

内容

工
事
請
負
契
約

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
本
年
６
月
２
日
〜
３
日
の
豪
雨
災
害
を
受
け
、
職

　
　
　
　
員
で
被
災
家
屋
の
調
査
に
動
い
た
。
６
月
５
日
に

　
　
　
　
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
開
設
。
県
内
外
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
多
く
の
参
加
が
あ
っ
た
。
６
月
５
日
〜
８
月
20
日
の
開

設
期
間
に
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
は
延
べ
１
５
７
人
、

専
門
的
な
技
術
と
知
識
を
持
つ
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
延
べ

４
４
０
人
。

内容

一
般
会
計
補
正
予
算

子
ど
も
の
さ
ら
な
る

　
　
安
心
安
全
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
学
童
保
育
の
安
全
管
理
の
基
準
が
改
め
ら
れ
、

　
　
　
　
　
「
安
全
計
画
」
と
自
動
車
運
行
時
の
子
ど
も
の

　
　
　
　
　
所
在
確
認
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に

お
け
る
「
業
務
継
続
計
画
」
の
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

内容

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　
い
ろ
ん
な
年
代
の
人
た

ち
が
楽
し
め
る
公
園
。

オ
ー
プ
ン
が
待
ち
遠
し
い

で
す
。

と
て
も
う
れ
し
い
！

池田　智佳 さん
いけ  だ　  　ち　か
短野

選挙の投票のときに、公約だけ見て投票する人を決めていたのですが、こういう一
般質問を聞いた上で次回からは投票したいと思いました。（20代女性）議会を傍聴して

議案審議

実際に議会を拝見したことで、日本の政治がどのように行われているかについてよく
分かり、とても勉強になりました。（20代女性）議会を傍聴して

西部公園北側整備工事がスタート!!

　
　
　
町
に
た
く
さ
ん
の
専

門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
て
く

れ
、
住
民
が
ス
ム
ー
ズ
に
受

け
入
れ
て
く
れ
た
の
は
な
ぜ

か
。

町
長　
県
外
か
ら
の
受
け
入

れ
の
仕
組
み
も
必
要
と
考
え

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
立
ち
上
げ
、
社
協
と
の
連

携
が
最
初
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
専
門
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
は
「
社
協

の
職
員
の
対
応
が
良
く
、
作

業
を
継
続
的
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

問

　
猛
暑
の
中
、
床
下
の
泥

を
掻
き
出
す
作
業
を
黙
々

と
進
め
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
と
、
皆
さ
ん
の
奉
仕
の

精
神
に
感
謝
以
外
あ
り
ま

せ
ん
。

多
く
の
人
が
助
け
ら
れ
た金澤　完治 さん

かなざわ　　かん じ
東渋田

 

ど
の
作
業
も
進
ま
ず
疲

弊
。
社
協
と
皆
さ
ん
が
来

て
く
れ
た
。
前
向
き
に
な

ろ
う
！
と
折
れ
た
心
が
奮

い
立
っ
た
。
本
当
に
感
謝

で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
へ 森本　由季子 さん

もりもと　　 ゆ　き　こ
志賀

完成イメージ図
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6
実際に足を運ぶのは大変なので、ライブ配信をしてくれているのはありがたいと思い
ました。（２０代女性）議会を傍聴して

財政は良好

学童保育施設
運営事業

令和４年度決算
ふるさと寄附金増
基金残高増

4552万円

事業者12件増に伴う返礼品
198品増で前年比３４１４万円増

ふるさと寄附金
３億９３２５万円

法人町民税以外の
町民税増で
前年比８９０万円増

町税
20億１１６４万円

財政調整基金をはじめ各種基金
合計は前年比８７２２万円増

基金残高
33億５８９２万円

個人・法人町民税等の増加で
５１４３万円の減

地方交付税
42億８５４２万円

ワクチン接種、子育て世帯生活支援特別給付金など
新型コロナウイルス関係補助金

3億3156万円

14池の劣化および豪雨による決壊の危険性を評価
農村地域防災減災事業

小中学校における給食費の
保護者負担分の無償化

学校給食費無償化による
子育て支援事業

９月会議に各決算議案が提出された。
一般会計の特徴を紹介する（万円未満は切り捨て）。

６カ月児以上の町民に初回および
追加接種（３・４・５回目）を実施

新型コロナウイルス
ワクチン接種
体制確保事業

歳出
一般会計

１０５億
９７９８万円

６月第２回・７月・９月会議採決状況（賛否が分かれた議案は１件）

件　　　　名 議員名
結果

大
　
山

表
　
具

山
　
下

滝
ノ
上

羽
　
根

中
　
谷

藤
　
本

新
　
堀

浦
　
中

大
　
原

東
　
芝

松
　
岡

溝
　
北

○○○○○○○○○○○○－

○○○○×○○○○○×○－

○○○○○○○○○○○○－

○○○○○○○○○欠○○－

○○○欠○○○○○欠○○－

○○○欠○○○○○欠○○－

○○○欠○○○○○欠○○－

12対0で可決

10対2で可決

12対0で可決

11対0で可決

10対0で可決

10対0で可決

10対0で可決

６
月
第
２
回
会
議・７
月
会
議

９
月
会
議

（注）溝北好一議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　×は反対　欠は欠席

災害弔慰金の支給等の条例改正お
よび一般会計補正予算（第６号）

一般会計補正予算（第７号）

既存条例の見直しの条例制定
など５件、工事請負契約２件

財産の取得２件、令和４年度水道・下
水事業会計未処分利益剰余金の処分

一般会計補正予算（第８号）
など９件
普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水
・土の安全の保障を求める請願書および意見書

後期高齢者医療保険料に関
する陳情書および意見書 町民全員に２回（１万１０００円）の

クーポン券を配布

かつらぎ町応援
クーポン券発行事業

建て替えに伴う除却工事
妙寺団地建替事業
１億７９７５万円

歳入
一般会計

１１２億
３８４９万円

町税
20億1164万円

議会費9467万円

総務費
16億1080万円

民生費
30億7040万円

衛生費
8億4409万円商工費

3億306万円

農林水産業費
3億7710万円

土木費
9億248万円

消防費
4億1852万円

教育費
8億1182万円

公債費
14億5989万円

その他
7億510万円

繰入金
6億6748万円

寄附金
4億1462万円

財産収入
1億6599万円

その他
6億6483万円

地方交付税
42億8542万円

国庫支出金
12億2206万円

県支出金
6億378万円

町債
6億170万円

その他
6億93万円

自
主
財

財

源

源

依

存 １億４４46万円

６４１６万円
１億９２２７万円

１０２７万円

笠田・妙寺学童保育施設の
運営委託費で、兄弟同時
利用の第2子以降利用者
負担額を２分の１減免

イメージ

イメージ
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７月会議

　
　
　
一
般
社
団
法
人
夢
洲

新
産
業
・
都
市
創
造
機
構
と

は
ど
の
よ
う
な
組
織
な
の
か
。

産
業
観
光
課
長
補
佐　
万
博

後
も
Ｉ
Ｒ
が
核
と
な
り
、
発

展
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、

産
学
公
が
連
携
し
未
来
都
市

を
創
造
す
る
目
的
で
設
立
さ

れ
た
組
織
。

問
　
　
　
夢
洲
機
構
に
参
加
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
Ｉ
Ｒ
カ

ジ
ノ
に
賛
成
な
の
か
。

町
長　
海
外
か
ら
の
富
裕
層

を
呼
び
込
ん
で
い
く
。
一
定

の
合
理
性
が
あ
る
。

問
　
　
　
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

地
方
誘
客
や
消
費
拡
大
に
向

け
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成

事
業
」
の
事
業
目
的
は
。

町
長　
発
信
力
の
あ
る
各
国

の
富
裕
層
に
本
町
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
情
報
を
発

信
し
て
も
ら
う
。
そ
の
こ
と

か
ら
本
町
に
あ
る
宿
泊
・
食

事
・
交
通
・
体
験
な
ど
の
資

源
に
磨
き
を
か
け
る
。

問

か
つ
ら
ぎ
町
を

　
　
　
世
界
に
Ｐ
Ｒ
へ

か
つ
ら
ぎ
町
を

　
　
　
世
界
に
Ｐ
Ｒ
へ

　
　
　

 
観
光
庁
の
補
助
金   

          
を
受
け
、
夢
洲
新   

　
　
　
　
産
業
・
都
市
創
造

機
構
等
の
協
力
を
得
て
、

海
外
富
裕
層
向
け
（
２
組

８
人
）
の
１
泊
２
日
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る

（
予
算
は
７
７
０
万
円
、

内
訳
は
国
費
５
５
０
万
円
、

町
費
２
２
０
万
円
）。
内

容
は
、
関
空
か
ら
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
天
野
に
移
動
、

丹
生
都
比
売
神
社
の
特
別

参
拝
と
天
野
で
の
宿
泊
、

高
野
山
観
光
、
天
空
の
特

別
便
で
難
波
に
帰
阪
す
る

も
の
。

内容

一
般
会
計
補
正
予
算

６月第２回
　　  会議

１件
１件

６月第２回会議
（6/29～7/3）

7月会議
（7/28～8/3）

補正予算
条 例

１件補正予算

　
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

人
に
と
っ
て
は
気
軽
に
集

ま
り
、
つ
な
が
り
や
情
報

交
換
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
町
内
に
欲
し
い
で

す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
設
立
を

上西　ネリーサ さん
うえにし
中飯降

討 

論

討 

論

討 

論

　
時
代
認
識
が
問
わ
れ
る
。

国
費
５
５
０
万
円
、
町
費

２
２
０
万
円
の
原
資
は
全

て
税
金
。
町
民
税
分
92
人

分
に
当
た
る
７
７
０
万
円

で
富
裕
層
８
人
を
お
も
て

な
し
す
る
事
業
に
は
反
対
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

地
域
振
興
交
流
施
設
の
修

繕
お
よ
び
観
光
振
興
に
関

す
る
も
の
。
商
品
の
衛
生

管
理
、
富
裕
層
向
け
の
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
対
応
が

必
要
で
あ
り
、
振
興
交
流

施
設
お
よ
び
観
光
事
業
が

安
定
的
に
運
営
さ
れ
る
こ

と
を
願
う
。

《
賛
成
》
山
下
慎
二
議
員

　
丁
寧
な
説
明
、
ま
た
資

料
を
出
す
方
向
で
し
て
も

ら
い
た
い
が
、
新
し
い
事

業
で
期
待
し
て
い
る
の
で
、

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
賛
成
》
大
原
清
明
議
員

賛
否
が
分
か
れ
る

古い建物が残る大和街道（旧伊都銀行）

空から見た丹生都比売神社空から見た丹生都比売神社

ゆ
め
し
ま
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総
務
産
業
常
任
委
員
会

請
願
第
１
号
は

　
　
全
員
賛
成
で
採
択

７
月
11
日
、
８
月
30
日
委
員
会
開
催
。

　
６
月
会
議
で
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
請
願
第
１
号
「
日
本
全
体
で
解
決
す

べ
き
問
題
と
し
て
、
普
天
間
基
地
周
辺

の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
空
・
水
・

土
の
安
全
の
保
障
を
求
め
る
請
願
書
」

に
つ
い
て
、
ま
ず
、
紹
介
議
員
か
ら
請

願
者
で
あ
る
「
コ
ド
ソ
ラ
」
の
活
動
状

況
や
普
天
間
基
地
の
歴
史
的
な
背
景
な

ど
の
説
明
を
受
け
、
自
由
討
議
を
経
て

採
決
を
諮
っ
た
。
委
員
か
ら
は
「
請
願

者
は
基
地
周
辺
の
幼
児
と
児
童
の
保
護

者
の
団
体
で
あ
り
、
内
容
も
お
か
し
い

点
も
な
い
」
「
有
機
フ
ッ
素
は
、
日
本

全
国
に
あ
り
沖
縄
だ
け
の
問
題
で
な

い
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
審
査
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
採
択
す
べ
き
と
決
し

た
。

　
災
害
時
の
被
災
者
支
援
、
議
会
体
制

等
の
視
察
研
修
を
８
月
８
日
〜
９
日
に

予
定
し
て
い
た
が
迷
走
台
風
に
よ
り
延

期
と
な
っ
た
。

普天間基地普天間基地

かつらぎ福祉会との意見交換会かつらぎ福祉会との意見交換会

藤本　憲一 委員長

　
６
月
の
豪
雨
災
害
を
教

訓
に
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
お
よ
び
議
会
Ｂ
Ｃ

Ｐ
を
早
急
に
策
定
し
ま

す
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

三
谷・佐
野

　
　
こ
ど
も
園
を
視
察

７
月
13
日
、
８
月
10
日
・
31
日

委
員
会
開
催
。

　
８
月
10
日
に
、
三
谷
・
佐
野
こ
ど

も
園
を
視
察
し
た
。
病
気
へ
の
対
応
、

施
設
の
現
状
（
暑
さ
対
策
や
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
）
な
ど
管
理
者
お
よ
び
職

員
か
ら
説
明
を
受
け
た
。
保
育
料
無

償
化
に
よ
り
、
入
園
者
が
増
加
傾
向

に
あ
る
た
め
、
職
員
数
の
確
保
や
処

遇
改
善
（
報
酬
・
業
務
軽
減
化
）
へ

の
取
り
組
み
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
、
今
後
も
慎
重
に
注

視
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
６
月
会
議
で
当
委
員
会
へ

付
託
さ
れ
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
に
関
す
る
陳
情
書
」
は
、
担
当

課
か
ら
２
回
説
明
を
受
け
、
８
月
の

委
員
会
で
審
議
し
、
全
員
賛
成
で
採

択
す
べ
き
と
決
し
た
。

大原　清明 委員長

　
２
つ
の
子
ど
も
園
に
伺

い
、
現
場
を
視
察
で
き
た

こ
と
で
意
見
交
換
会
も
大

変
有
意
義
な
時
間
に
な
り

ま
し
た
。
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住
民
懇
談
会
の

　
   

実
施
に
向
け
話
し
合
い

７
月
27
日
、
９
月
12
日
委
員
会

開
催
。

　
７
月
27
日
、
住
民
懇
談
会
実
施

に
向
け
た
話
し
合
い
を
行
っ
た
。

実
施
内
容
や
開
催
回
数
、
実
施
時

期
、
懇
談
の
申
し
入
れ
先
な
ど
を

話
し
合
い
、
９
月
６
日
の
議
員
全

員
協
議
会
で
報
告
し
た
。

　
９
月
12
日
は
議
員
全
員
協
議
会

で
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
、
懇

談
会
の
申
し
入
れ
や
内
容
に
つ
い

て
さ
ら
に
協
議
を
し
た
。
ま
た
、

議
会
だ
よ
り
99
号
に
掲
載
す
る
議

会
モ
ニ
タ
ー
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意

見
の
編
集
を
行
っ
た
。
町
当
局
か

ら
紙
の
広
報
折
込
物
の
削
減
に
つ

い
て
提
案
（
要
請
）
が
あ
り
話
し

合
い
を
行
い
、
来
年
度
の
議
会
モ

ニ
タ
ー
募
集
案
内
の
全
戸
配
布
は

行
わ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

新堀　行雄 委員長

　
住
民
懇
談
会
の
実
施
に
向
け
、

一
歩
ず
つ
で
あ
り
ま
す
が
委
員
会

で
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

庁
舎
建
設
調
査
検
討
特
別
委
員
会

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

住
民
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
拠
点
と
な
る
庁
舎
を

８
月
28
日
委
員
会
開
催
。

　
議
会
で
の
庁
舎
建
設
の
審
議
が
ス
タ

ー
ト
。
第
1
回
目
は
、
委
員
全
員
で
共

通
理
解
す
る
た
め
、
今
日
ま
で
の
庁
舎

建
設
の
経
過
報
告
を
町
長
は
じ
め
関
係

者
か
ら
受
け
た
。

　
町
長
の
諮
問
機
関
「
か
つ
ら
ぎ
町
庁

舎
建
設
検
討
委
員
会
」
が
総
合
文
化
会

館
西
側
の
移
転
候
補
地
を
白
紙
と
す
る

決
定
か
ら
、
候
補
地
を
大
谷
集
荷
場
と

選
定
し
Ｊ
Ａ
関
係
者
と
協
議
す
る
も
白

紙
と
な
る
経
過
説
明
を
受
け
た
。

　
今
後
の
進
め
方
と
し
て
、
庁
舎
の
機

能
、
財
政
、
建
設
方
法
、
浸
水
想
定
区

域
、
現
庁
舎
の
耐
震
、
現
庁
舎
を
含
め

た
候
補
地
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
、
御

坊
市
や
岸
和
田
市
の
取
り
組
み
な
ど
多

く
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
次
回
は
、
特
別
委
員
会
の
在
り
方
、

庁
舎
建
設
の
構
想
な
ど
を
審
議
予
定
。

松岡　宏行 委員長

　
町
民
に
と
っ
て
利
用
し
や

す
い
庁
舎
を
さ
ま
ざ
ま
な
ポ

イ
ン
ト
か
ら
審
査
し
ま
す
。

老朽化した庁舎老朽化した庁舎
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長
期
総
合
計
画
調
査
検
討
特
別
委
員
会

調
査
の
基
本
方
向
を
確
認

９
月
６
日
委
員
会
開
催
。

　
今
回
、
議
会
は
、
町
の
長

期
総
合
計
画
の
策
定
作
業
と

並
行
し
て
、
特
別
委
員
会
を

設
置
し
た
。
町
に
よ
る
計
画

の
検
討
と
並
行
し
て
議
会
が

計
画
を
検
討
す
る
の
は
初
め

て
。
そ
れ
だ
け
に
第
１
回
の

委
員
会
で
は
、
検
討
す
る
基

本
方
針
を
確
認
す
る
こ
と
が

重
要
だ
っ
た
。

 

長
期
総
合
計
画
案
は
、
来

年
の
３
月
に
議
案
と
し
て
議

会
に
提
出
さ
れ
る
。
そ
れ
ま

で
の
間
、
当
委
員
会
は
、
所

管
事
務
調
査
と
し
て
、
町
の

策
定
審
議
会
に
出
さ
れ
た
資

料
に
基
づ
い
て
、
議
員
に
よ

る
自
由
な
意
見
交
換
に
基
づ

く
協
議
を
行
う
こ
と
を
確
認

し
た
。
同
時
に
議
会
に
よ
る

提
言
を
ま
と
め
、
町
当
局
に

提
出
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

東芝　弘明 委員長

　
自
由
討
議
を
通
じ
て

提
言
が
ま
と
ま
る
か
ど

う
か
。
初
め
て
の
試
み

に
な
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

編
集
作
業
生
き
生
き

特
別
委
員
会
設
置

３
つ
の

　
こ
こ
は
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
で
連
続
上
位
入
選
し
て

い
る
町
。
大
刀
洗
町
議
会

は
、
印
刷
会
社
と
の
橋
渡

し
を
議
員
が
行
っ
て
い
た
。

ま
た
、
編
集
会
議
以
外
に

作
業
日
が
２
日
程
度
あ
り
、

委
員
長
が
全
体
を
統
括
し

て
い
た
。
編
集
に
７
日
以

上
か
か
っ
て
い
た（
本
町

は
５
日
程
度
）。
編
集
時

間
が
長
く
議
員
の
負
担
も

重
い
の
に
「
レ
イ
ア
ウ
ト

編
集
は
楽
し
い
」
と
い
う

1
期
目
の
議
員
の
発
言
が

あ
っ
た
。
図
表
や
グ
ラ
フ
、

見
出
し
で
見
せ
る
工
夫
な

ど
と
と
も
に
、
編
集
へ
の

誇
り
と
生
き
生
き
し
た
委

員
の
姿
が
あ
ふ
れ
る
視
察

だ
っ
た
。

東芝　弘明 委員長

　
心
一
つ
に
、
大
刀
洗

町
議
会
の
い
い
と
こ
ろ

を
取
り
入
れ
よ
う
と
な

り
ま
し
た
。

７
月
20
日
、
福
岡
県
大

刀
洗
町
議
会
広
報
編
集

委
員
会
を
視
察
。

た　

ち 

あ
ら
い

庁
舎
建
設
調
査
検
討
特
別

委
員
会

　
議
長
を
除
く
全
議
員
12

人
で
構
成
。

委 

員 

長　
松
岡　
宏
行

副
委
員
長　
滝
ノ
上
万
記

長
期
総
合
計
画
調
査
検
討

特
別
委
員
会

　
議
長
を
除
く
全
議
員
12

人
で
構
成
。

委 

員 

長　
東
芝　
弘
明

副
委
員
長　
山
下　
慎
二

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
、

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
か

ら
各
３
人
を
選
出
し
て
構

成
。

委 

員 

長　
山
下　
慎
二

副
委
員
長　
大
山　
希
世

委　
　
員　
東
芝　
弘
明

　
〃　
　
　
藤
本　
憲
一

　
〃　
　
　
羽
根　
祥
起

　
〃　
　
　
滝
ノ
上
万
記

委員会での議員協議委員会での議員協議

大刀洗町議会の議場で大刀洗町議会の議場で
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問　　
　
町
で
は
ど
の
く
ら

い
空
き
家
が
あ
り
、
そ
の

対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
の

か
。問　　

　
建
物
調
査
で
利
用

さ
れ
て
い
な
い
建
物
は
、

今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
す
る
の
か
。

【
企
画
公
室
長
】　
７
月
末

時
点
で
、
外
観
の
確
認
や

実
地
調
査
か
ら
、
空
き
家

と
し
て
可
能
性
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
物
件
の
数
は
約

８
２
０
軒
。

【
建
設
課
長
】　
取
り
壊
し

費
用
の
一
部
を
補
助
し
、

跡
地
の
活
用
を
推
進
す
る

事
業
も
実
施
し
て
い
る
。

問　　
　
本
町
で
は
空
き
家

バ
ン
ク
に
よ
る
中
古
物
件

の
売
買
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
に
賃
貸
を
追
加

す
る
の
は
ど
う
か
。
空
き

家
や
空
き
地
な
ど
を
、
何

も
し
な
い
ま
ま
で
放
置
し

な
い
こ
と
が
危
険
を
回
避

し
、
人
が
集
ま
る
場
所
を

つ
く
る
こ
と
が
安
全
な
ま

ち
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
。

【
企
画
公
室
長
】　
活
用
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
も
の

は
、
所
有
者
に
空
き
家
バ

ン
ク
へ
の
登
録
の
あ
っ
せ

ん
や
、
不
動
産
業
者
へ
の

仲
介
を
行
っ
て
い
る
。

高
校
生
が
初
参
加

 

８
月
26
日
、
子
ど
も
議
会

が
開
催
さ
れ
た
。
笠
田
・
妙

寺
中
学
校
か
ら
各
４
人
と
笠

田
・
紀
北
農
芸
高
等
学
校
か

ら
各
２
人
、
計
12
人
が
子
ど

も
議
員
と
し
て
一
般
質
問
に

挑
ん
だ
。
ま
た
、
両
中
学
校

か
ら
１
人
ず
つ
、
２
人
が
議

長
を
務
め
た
。
11
月
号
の

「
広
報
か
つ
ら
ぎ
」
に
詳
細

記
事
。

【
町
長
】　
移
住
人
口
の
増

加
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
の
で
、
提
案
の

と
お
り
、
早
急
に
実
施
し

て
い
き
た
い
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
①

空
き
家
放
置
等
を
防
ぎ

            

　
　
人
が
集
ま
る
場
所
へ

笠田中学校３年
ゆきたに　　まさひろ

雪谷　政宏議員

問　　
　
町
内
に
あ
る
公
園

や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、
ど

の
よ
う
な
人
が
ど
の
く
ら

い
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
生
涯
学
習
課
長
】　
主
要

な
公
園
に
つ
い
て
は
、
利

用
し
て
い
る
人
の
人
数
や

年
齢
、
住
ま
い
の
地
域
等

は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、

散
歩
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

子
ど
も
連
れ
の
フ
ァ
ミ
リ

ー
な
ど
、
利
用
者
が
多
く

い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、

西
部
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
で
１
万
５
５
９
７
人
。

ま
た
、
体
育
セ
ン
タ
ー
は

１
万
１
３
１
７
人
。
か
つ

ら
ぎ
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

２
万
８
６
９
８
人
で
、
主

問　　
　
西
部
公
園
に
子
ど

も
向
け
の
遊
具
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

に
中
学
校
の
部
活
動
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
お
よ
び
老

人
会
に
よ
る
利
用
で
あ
っ

た
。

【
町
長
】　
西
部
公
園
に
は

遊
具
は
設
置
し
な
い
と
い

う
取
り
決
め
が
さ
れ
て
い

て
、
遊
具
が
設
置
で
き
な

い
状
況
で
あ
る
が
、
今
後
、

機
会
を
う
か
が
い
な
が
ら
、

橋
本
市
と
九
度
山
町
に
働

き
か
け
て
遊
具
の
設
置
を

実
現
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
③

公
園
を
活
用
し
人
々
の

　
　
　
　
　
　
　
交
流
を
促
す

妙寺中学校３年
きた だ　　　あお　ば

北田　青葉議員

妙寺中学校3年
なか　　りゅうせい

中　琉成議長
笠田中学校3年
つの　だ　　　ま ゆ

角田　真優議長

保
護
者
の
声

先
生
の
声

問　　
　
地
域
の
人
と
の
関

係
づ
く
り
が
進
む
よ
う
役

所
の
在
り
方
に
つ
い
て
考

え
る
と
、
さ
ら
に
住
み
や

す
い
ま
ち
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

直
接
的
な
業
務
内
容
以
外

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
、

町
職
員
が
地
域
の
人
と
接

す
る
機
会
は
あ
る
の
か
。

【
企
画
公
室
長
】　
町
職
員

を
地
区
担
当
職
員
と
し
て
、

各
地
区
に
配
置
し
、
職
務

と
し
て
地
域
と
の
連
絡
調

整
や
地
域
の
実
態
把
握
、

行
政
へ
の
意
向
把
握
、
そ

し
て
行
政
か
ら
の
情
報
発

信
の
活
動
に
努
め
て
い
る
。

問　　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休

暇
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、

町
職
員
も
、
社
会
貢
献
の

機
会
を
多
く
持
っ
て
、
さ

ら
に
町
の
課
題
に
気
づ
き
、

町
行
政
に
生
か
す
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

【
町
長
】　
直
接
住
民
の
方

の
声
を
聴
く
活
動
は
、
職

員
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験

で
あ
り
、
日
々
の
業
務
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
直
接
住
民
の

皆
さ
ん
と
顔
が
見
え
る
関

係
に
な
る
よ
う
に
努
め
た

い
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
②

町
職
員
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
　
　
　
　
　
参
加
機
会
を

笠田高等学校３年
なかむら　　たく と

中村　拓翔議員

　
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
目
を

向
け
、
よ
り
良
い
町
に
し

て
い
く
た
め
の
考
察
が
し

っ
か
り
な
さ
れ
て
い
て
感

心
し
ま
し
た
。

感
心
し
ま
し
た

　
今
回
議
場
で
の
発
言
を

見
て
、
子
ど
も
に
と
っ
て

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い

て
と
て
も
貴
重
な
経
験
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

貴
重
な
経
験

　
思
い
を
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
特
に
注
意
し
て
指
導

し
ま
し
た
。
当
日
は
堂
々

と
質
問
や
提
案
を
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
堂
々
と

　
か
つ
ら
ぎ
町
の
現
状
と

課
題
を
調
べ
、
何
が
で
き

る
か
を
生
徒
一
人
一
人
が

真
剣
に
考
え
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
た
め
に

　
町
の
課
題
を
見
つ
け
解

決
策
を
提
案
で
き
た
こ
と

は
良
い
経
験
で
し
た
。
こ

れ
を
機
会
に
町
に
興
味
を

持
ち
続
け
て
欲
し
い
で
す
。

興
味
を
持
ち
続
け
て

　
大
人
が
考
え
付
か
な
い

よ
う
な
質
問
や
ア
イ
デ
ア

に
感
心
し
ま
し
た
。
町
長

が
丁
寧
に
答
弁
さ
れ
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

子
ど
も
の
視
点
に
感
心

貴重な提案ありがとうござました貴重な提案ありがとうござました町長
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請願・陳情・意見書

14

全員賛成で

国に２件の意見書を提出

《一部抜粋》

普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く
　空・水・土の安全の保障を求める意見書

《一部抜粋》

後期高齢者医療保険料を引き下げるための
　　　　　　　　　財政措置を求める意見書

１．学校上空（普天間小学校、普天間第二小学
校、緑ヶ丘保育園）への米軍機の飛行禁止

２．日本政府の責任において、沖縄県、宜野湾
市と連携して普天間第二小学校内の土壌調
査の実施及び早急な対応を講じること

３．普天間の子どもたちを取り巻く空・土・水
の安全を保障すること

日本全体で解決すべき問題と
して、普天間基地周辺の子ど
もたちを取り巻く空・水・土
の安全の保障を求める請願書

請願第１号

請 願 者　♯コドソラ
　　　　　　代表　与那城　千恵美
紹介議員　東芝　弘明

【提出先】
　衆議院議長　　　　　参議院議長
　内閣総理大臣　　　　防衛大臣
　内閣府特命担当大臣（沖縄及び北方対策）

１．物価高騰から高齢者の暮らしを守るために、
国の財政負担割合を引き上げ、後期高齢者
医療保険料を引き下げるための財政措置を
とること

２．後期高齢者医療保険料の引き上げを伴う制
度改定を中止すること

後期高齢者医療保険料に
　　　　　　関する陳情書

陳情第２号

陳情者　和歌山県社会保障推進協議会
　　　　　代表幹事　佐藤　洋一
　　　　全日本年金者組合和歌山県本部伊都支部
　　　　　支 部 長　村越伊久男
　　　　橋本伊都社会保障推進協議会
　　　　　代表幹事　松浦　憲信

【提出先】
　内閣総理大臣　　　　
　厚生労働大臣
　財務大臣　　　　　　　　　　

イメージイメージ

イメージイメージ
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一般質問

町民のおもいを届ける60分町民のおもいを届ける60分

16

17

18

19

20

21

22

ページ 質　　問　　事　　項 質  問  議  員

被爆２世の２本の移植と活用

役場が主体でごみ出しの支援を

アルミサッシの二重窓化を

戦争体験を絵本やＤＶＤに残しては

対応マニュアルを変更しては

通学路の安全対策に歩道設置を

防災減災対策について

松岡　宏行

滝ノ上万記

東芝　弘明

大山　希世

新堀　行雄

藤本　憲一

山下　慎二

中阪町長

各ページ議員名の下の
二次元コードを読み取ると
ユーチューブで質問映像を
見ることができます。

　一般質問は、町政に関する提案や質問を行うもので、持ち時間は１人60分。
　記事は質問者が作成したものである。
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一般質問

松 岡 宏 行 議員

　
　
　
被
爆
２
世
の
ク
ス

ノ
キ
と
ア
オ
ギ
リ
の
目
的
、

植
樹
の
経
過
は
。

総
務
課
長
　
平
成
３
年
９

月
12
日
核
兵
器
廃
絶
平
和

都
市
宣
言
が
議
決
さ
れ
、

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協

議
会
に
加
盟
し
、
平
成
14

年
樹
木
譲
渡
を
申
し
込
む
。

被
爆
ク
ス
ノ
キ
２
世
は
日

本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議

会
か
ら
、
被
爆
ア
オ
ギ
リ

２
世
は
広
島
市
か
ら
譲
渡

さ
れ
、
平
成
15
年
３
月
に

現
在
の
商
工
会
館
東
側
に

植
栽
し
た
。

問
　
　
　
被
爆
２
世
の
木
を

教
育
長
は
平
和
教
育
の
教

材
と
し
て
活
用
し
た
い
と
、

以
前
議
会
答
弁
し
て
い
る

が
実
績
は
。

教
育
次
長
　
活
用
で
き
て

い
な
い
。

に
付
き
に
く
い
状
況
。
植

樹
の
目
的
を
達
成
さ
せ
る

に
は
植
栽
場
所
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
活
用
と
広
報

が
重
要
。

問

　
　
　
戦
後
78
年
、
戦
争

体
験
者
が
少
な
く
な
る
中
、

平
和
教
育
の
教
材
と
し
て

取
り
組
ん
で
は
。

教
育
長
　
新
た
な
平
和
教

育
の
教
材
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
こ
の
木
に
触
れ

る
機
会
を
つ
く
り
た
い
。

問
　
　
　
植
樹
後
の
管
理
状

況
は
。

参
事（
総
務・厚
生
担
当
）

看
板
を
設
置
し
て
い
る
が
、

隣
接
す
る
桜
に
隠
れ
人
目

問

　
　
　
桜
と
混
在
し
電
線

と
絡
み
最
悪
の
状
況
、
移

植
は
可
能
か
。

総
務
課
長
　
専
門
業
者
に

よ
る
と
移
植
は
可
能
。
約

２
年
の
作
業
工
程
が
必
要

で
成
功
率
は
80
％
。

問

　
　
　
町
内
外
に
子
育
て

を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
町
民
と
と

も
に
子
育
て
宣
言
を
作
り

上
げ
、
宣
言
し
て
は
。

町
長
　
子
育
て
応
援
宣
言

は
宣
伝
効
果
を
期
待
で
き

る
が
、
近
隣
と
の
整
合
性

を
含
め
て
慎
重
に
検
討
す

べ
き
。
今
は
住
ん
で
い
る

皆
さ
ん
が
幸
せ
を
感
じ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

問

　
　
　
医
療
費
、
給
食
費
、

保
育
料
の
無
償
化
な
ど
子

育
て
支
援
に
取
り
組
み
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
り
つ
つ
あ
る
。
子
育
て

応
援
宣
言
で
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
は
。

参
事（
総
務・厚
生
担
当
）

宣
言
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

い
。
ま
ず
は
子
育
て
世
帯

が
子
育
て
し
や
す
い
と
実

感
し
て
も
ら
う
こ
と
。

問

　
　
　
住
民
よ
り
西
部
公

園
へ
移
植
の
要
望
は
あ
る

が
、
他
に
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
西
部
公

園
と
、
か
つ
ら
ぎ
公
園
内

の
平
和
祈
念
館
お
よ
び
平

和
祈
念
像
前
の
広
場
周
辺
。

問

　
　
　
費
用
は
。
看
板
は

説
明
不
足
で
は
。

副
町
長
　
移
植
費
用
は
か

つ
ら
ぎ
公
園
１
８
０
万
円
、

西
部
公
園
２
５
０
万
円
。

看
板
に
は
説
明
不
足
が
あ

る
の
で
検
討
し
た
い
。

問

　
　
　
被
爆
２
世
の
樹
木

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

費
用
が
か
か
っ
て
も
移
植

し
て
は
。

町
長
　
こ
の
ま
ま
成
長
す

る
と
電
線
、
桜
の
木
と
の

接
触
な
ど
が
あ
り
早
急
に

対
応
が
必
要
。
か
つ
ら
ぎ

公
園
は
平
和
公
園
と
も
呼

ば
れ
、
平
和
祈
念
像
、
平

和
祈
念
館
も
あ
る
の
で
早

急
に
検
討
し
た
い
。

問

被爆２世の２本の移植と活用
早急に対応が必要町 長

子
育
て
応
援
宣
言
し
て

　
　
　
　
　
さ
ら
に
充
実
を
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役場が主体でごみ出しの支援を
必要あれば関係課と
　　調整し対応したい

住民福祉課長

　
　
　
本
町
で
も
独
居
で

暮
ら
す
高
齢
者
は
年
々
増

え
て
い
る
。
独
居
で
暮
ら

す
高
齢
者
に
と
っ
て
の
課

題
の
一
つ
に
、
家
庭
で
た

ま
っ
た
ご
み
を
毎
回
集
積

問

か
な
い
人
が
い
る
。
そ
の

よ
う
な
人
々
の
中
に
は
退

院
後
の
ご
み
出
し
に
苦
労

を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
と
聞
く
。
訪
問
介
護
や

居
宅
介
護
に
よ
り
、
高
齢

者
や
障
害
者
の
中
で
も
ご

み
出
し
の
支
援
を
受
け
て

い
る
人
は
い
る
が
、
そ
れ

ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
な
い
高
齢
者
や
障
害
者

は
、
地
域
の
人
々
の
協
力

で
ご
み
出
し
の
支
援
を
し

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。  

　
今
後
、
地
域
の
つ
な
が

り
が
希
薄
化
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
支
援

が
受
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス

が
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
行
政
が
主
体
と

な
り
高
齢
者
や
障
害
者
、

そ
の
他
の
ご
み
出
し
に
困

っ
て
い
る
人
々
に
対
す
る

支
援
が
で
き
る
よ
う
に
今

か
ら
仕
組
み
を
つ
く
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

町
の
見
解
は
。

住
民
福
祉
課
長
　
今
後
地

域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化

す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、

支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

　
　
　
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス

テ
イ
事
業
と
は
「
保
護
者

が
仕
事
や
地
域
の
行
事
、

疾
病
な
ど
の
理
由
に
よ
っ

て
家
庭
に
お
い
て
児
童
を

養
育
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
に
、
平
日
ま

た
は
休
日
の
夜
間
10
時
ま

で
、
町
が
委
託
し
た
児
童

福
祉
施
設
等
に
お
い
て
、

一
時
的
に
児
童
を
預
か
る

制
度
」
で
あ
る
。

　
本
町
に
お
い
て
こ
の
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
事
業
が

行
わ
れ
て
い
る
の
に
、
そ

の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
町

問

所
ま
で
持
っ
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
負

担
が
あ
る
。
独
居
の
高
齢

者
だ
け
で
な
く
、
体
が
思

う
よ
う
に
動
か
な
い
身
体

障
害
者
、
精
神
障
害
者
の

人
の
中
に
も
、
家
庭
ご
み

の
ご
み
出
し
で
悩
ん
で
い

る
人
が
い
る
。
さ
ら
に
は
、

働
き
盛
り
で
体
が
元
気
な

世
代
で
あ
っ
て
も
、
病
気

や
け
が
で
入
院
し
、
治
療

が
終
わ
っ
て
退
院
し
て
き

た
は
良
い
が
、
す
ぐ
に
は

今
ま
で
の
よ
う
に
体
が
動

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

地
域
の
人
々
と
も
共
有
し

な
が
ら
支
援
が
必
要
で
あ

れ
ば
関
係
課
と
調
整
し
対

応
し
た
い
。

民
も
少
な
く
利
用
実
績
も

低
い
。「
子
育
て
し
や
す

い
ま
ち
」
を
目
指
し
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
事

業
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
、
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
も
ら

う
べ
き
。
加
え
て
、
働
き

盛
り
の
世
代
、
ひ
と
り
親

家
庭
で
頑
張
る
保
護
者
の

た
め
に
も
、
も
っ
と
利
用

し
や
す
い
制
度
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

住
民
福
祉
課
長
　
ど
う
い

っ
た
こ
と
が
で
き
る
か
と

い
う
の
は
、研
究・検
討
し
、

制
度
の
周
知
に
つ
い
て
も

実
施
す
る
。

高齢者は集積場所までごみを持って行けない高齢者は集積場所までごみを持って行けない高齢者は集積場所までごみを持って行けない高齢者は集積場所までごみを持って行けない高齢者は集積場所までごみを持って行けない高齢者は集積場所までごみを持って行けない
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ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の

二
重
窓
化
で
電
気
は
ど
れ

く
ら
い
削
減
で
き
る
か
。

企
画
公
室
長
　
福
岡
県
北

九
州
市
役
所
の
実
証
実
験

で
は
、
窓
の
複
層
化
に
よ

る
冷
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削

減
率
は
25
％
、
暖
房
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
削
減
率
は
38
％

と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

問
　
　
　
国
は
ア
ル
ミ
サ
ッ

シ
の
二
重
窓
に
特
化
し
た

補
助
金
を
打
ち
出
し
た
。

一
戸
建
て
住
宅
の
場
合
は

58
％
、
集
合
住
宅
の
場
合

は
60
％
の
補
助
金
を
交
付

す
る
。
地
元
の
工
務
店
を

使
え
ば
、
１
軒
当
た
り
５

万
円
も
し
く
は
10
万
円
の

補
助
金
を
設
定
す
れ
ば
、

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
生

ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長
　
温
暖
化
対
策
に
有

効
な
二
重
窓
の
補
助
制
度

は
、
今
後
の
補
助
メ
ニ
ュ

ー
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ

た
ら
と
考
え
る
。

と
し
て
認
証
し
て
い
る
が
、

２
割
負
担
の
人
が
３
割
負

担
、
20
歳
な
の
に
２
割
負

担
、
６
歳
以
下
の
子
ど
も

に
対
し
後
期
高
齢
者
で
現

役
並
み
の
所
得
が
あ
る
の

で
３
割
負
担
と
い
う
例
が

出
て
き
て
い
る
。
不
利
益

が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

副
町
長
　
国
の
総
点
検
を

注
視
し
た
い
。
そ
の
上
で

住
民
の
生
活
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
、
不
利
益
を
被
る

の
で
あ
れ
ば
、
国
へ
意
見

を
上
げ
る
。

　
　
　
健
康
保
険
証
へ
の

ひ
も
付
け
は
77
万
件
、
申

請
し
た
の
に
残
っ
て
い
る
。

こ
れ
で
非
該
当
と
な
っ
て

し
ま
い
医
療
窓
口
で
10
割

負
担
が
生
じ
て
い
る
が
。

副
町
長
　
大
き
な
悪
影
響
、

不
利
益
に
該
当
す
る
。

　
　
　
分
散
管
理
だ
と
し

て
も
全
シ
ス
テ
ム
を
管
理

す
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
国

は
取
る
べ
き
だ
。

副
町
長
　
個
人
情
報
の
保

護
の
観
点
の
懸
念
も
あ
り

影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
れ

ば
、
国
に
問
題
を
指
摘
す

る
。

　
　
　
医
療
機
関
で
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証

問

アルミサッシの二重窓化を
取り入れられたらと考える町 長

　
　
　
地
方
分
権
の
立
場

に
立
っ
て
、
国
に
対
し
カ

ー
ド
の
問
題
点
を
指
摘
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

副
町
長
　
制
度
に
問
題
が

あ
り
、
住
民
の
生
活
に
悪

問
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る

分
散
管
理
が
選
択
さ
れ
た
。

一
元
管
理
に
ほ
ぼ
近
い
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
の
は
反
対
。

　
　
　
２
０
２
４
年
秋
の

健
康
保
険
証
の
廃
止
が
実

行
さ
れ
る
と
ど
う
な
る
か
。

健
康
推
進
課
長
　
マ
イ
ナ

保
険
証
を
持
た
な
い
人
に

は
資
格
確
認
書
を
職
権
交

付
す
る
。
サ
イ
ズ
は
健
康

保
険
証
と
同
じ
カ
ー
ド
型

や
は
が
き
型
と
な
る
。
有

効
期
間
は
５
年
以
内
で
保

険
者
が
設
定
す
る
。

　
　
　
カ
ー
ド
と
並
行
し

て
、
健
康
保
険
証
を
存
続

す
る
ほ
う
が
コ
ス
ト
は
安

い
し
、
混
乱
も
起
こ
ら
な

い
の
で
は
。

町
長
　
健
康
保
険
証
の
廃

止
は
決
定
し
て
い
る
。
法

定
受
託
事
務
な
の
で
、

粛
々
と
進
め
て
い
く
。
問

題
点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
く
れ
ば
、
全
国
知
事
会
、

市
長
会
、
町
村
会
と
連
携

し
な
が
ら
、
国
に
意
見
を

述
べ
る
。

問

問問

問問

アルミサッシの二重窓化の効果はバツグン
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戦争体験を絵本やＤＶＤに残しては
次世代に伝えることは重要町 長

　
　
　
戦
後
78
年
が
経
っ

た
今
、
こ
の
時
代
に
生
き

る
私
た
ち
が
す
る
べ
き
こ

と
は
何
な
の
か
を
真
剣
に

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
が
来
て
い
る
。
今
後
の

平
和
学
習
の
展
開
は
。

教
育
長　
平
和
は
日
本
だ

け
で
な
く
世
界
の
国
々
が

追
求
し
達
成
す
べ
き
理
念
。

各
学
校
に
お
い
て
、
地
域

性
を
生
か
し
最
善
の
学
び

を
実
践
し
て
い
る
。
優
良

事
例
は
校
長
会
等
の
機
会

に
情
報
を
共
有
し
て
広
め

た
い
。

問

　
　
　
６
月
２
日
の
豪
雨

災
害
の
時
の
自
治
区
長
や

住
民
か
ら
の
話
で
は
、
ヒ

ュ
ー
ム
管
が
詰
ま
っ
て
水

の
流
れ
る
方
向
が
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
非
常

に
多
か
っ
た
。

　
確
か
に
耕
作
放
棄
地
な

ど
は
普
段
使
わ
な
い
た
め
、

水
路
の
管
理
が
行
き
届
か

な
い
。
集
落
支
援
員
が
自

治
区
長
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
平
常
時
か
ら
防
災
・

減
災
に
取
り
組
め
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

①
防
災
・
減
災
対
策
。

②
６
月
の
一
般
質
問
で
の

移
動
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
。

③
若
い
世
代
に
専
業
の
仕

事
と
し
て
取
り
組
ん
で
も

問

　
　
　
遺
族
に
よ
る
語
り

部
活
動
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
。
戦
争
体
験
を
絵
本

に
す
る
こ
と
。
絵
本
の
中

に
子
ど
も
た
ち
が
知
っ
て

い
る
場
所
、
よ
く
行
く
場

所
が
出
て
く
れ
ば
、
ま
た

違
っ
た
地
域
へ
の
関
心
を

問

　
　
　
本
町
の
戦
没
者
遺

族
連
合
会
の
会
員
状
況
の

変
化
は
。

住
民
福
祉
課
長　
昭
和
62

年
に
は
８
２
１
人
、
令
和

５
年
４
月
現
在
で
は
３
７

８
人
と
半
分
以
下
に
減
少

し
て
い
る
。
会
員
の
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
団
体
の

活
動
や
運
営
は
大
変
厳
し

い
状
況
。

験
を
後
世
に
継
承
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
実
際
難

し
く
な
っ
て
い
る
。
行
政

主
導
で
は
な
く
、
家
族
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
協

力
し
な
が
ら
戦
争
の
教
訓

や
記
憶
を
次
世
代
に
伝
え

る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

取
り
組
ん
で
い
か
な
い
と

い
け
な
い
。

持
つ
の
で
は
と
期
待
す
る
。

例
え
ば
、
三
谷
の
丹
生
酒

殿
神
社
の
大
イ
チ
ョ
ウ
は

多
く
の
人
で
賑
わ
う
よ
う

に
な
っ
た
。
戦
時
中
は
こ

の
神
社
は
小
学
校
と
し
て

使
わ
れ
、
敷
地
内
で
は
食

料
と
し
て
芋
を
植
え
て
い

た
と
聞
く
。
ま
た
、
語
り

部
活
動
の
様
子
や
資
料
を

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
編
集
し
、
継
承

資
料
の
一
つ
と
す
る
こ
と

を
提
案
す
る
。

町
長　
戦
争
の
歴
史
や
体

ら
う
。
次
世
代
の
地
域
活

動
の
担
い
手
を
地
域
で
育

て
て
い
く
と
い
う
考
え
方
。

配
置
の
検
討
は
可
能
か
。

町
長　
集
落
支
援
員
に
何

を
し
て
も
ら
う
の
か
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
の
で
は
な
く
、
こ
ん

な
困
り
事
が
あ
る
の
で
、

ど
う
す
れ
ば
解
決
で
き
る

の
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
べ
き
と
思

っ
て
い
る
。

問

集
落
支
援
員
の
配
置
を
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警
報
発
令
時
の
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
ど
の

よ
う
な
行
動
を
と
る
か
が

書
か
れ
て
い
る
。
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
ど
こ
で
作
成

さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長
　
学
校
や

校
区
の
状
況
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
る
た
め
、
各
学
校

で
作
成
し
て
い
る
。

問
　
　
　
笠
田
小
学
校
の
場

合
、
６
月
２
日
午
前
９
時

32
分
に
１
回
目
、
９
時
50

分
に
２
回
目
の
メ
ー
ル
を

保
護
者
に
送
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ

れ
、
12
時
45
分
か
ら
下
校

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

教
育
総
務
課
長
　
児
童
の

迎
え
が
相
当
数
昼
を
超
え

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
の

で
給
食
の
時
間
を
考
慮
し
、

問

下
校
時
刻
を
決
定
し
た
。

線
状
降
水
帯
の
発
生
が
12

時
45
分
頃
だ
。
下
校
時
刻

を
ず
ら
す
な
ど
の
協
議
は

な
か
っ
た
の
か
。

教
育
総
務
課
長
　
予
定
ど

お
り
下
校
を
開
始
し
て
い

た
時
刻
で
あ
り
、
検
討
し

て
い
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。

れ
た
場
合
は
学
校
に
と
ど

ま
り
安
全
を
確
保
す
る
な

ど
新
た
に
記
載
し
て
は
。

教
育
長
　
各
学
校
と
情
報

共
有
の
強
化
、
安
全
対
策

向
上
に
努
め
た
い
。
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
も

現
状
に
即
し
た
も
の
に
改

訂
が
必
要
で
あ
る
の
で
既

に
指
示
を
し
て
い
る
。

町
長
　
警
報
発
令
に
関
す

る
事
前
の
情
報
を
い
ち
早

く
収
集
分
析
を
し
、
さ
ら

な
る
体
制
の
強
化
に
努
め

て
い
き
た
い
。

対応マニュアルを変更しては
さらなる体制の強化に努めていく町 長

　
　
　
11
時
35
分
に
土
砂

災
害
警
戒
情
報
、
11
時
49

分
に
洪
水
警
報
が
発
令
さ

れ
た
。
下
校
を
早
め
る
議

論
は
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
総
務
課
長
　
慌
た
だ

し
く
下
校
準
備
に
と
り
か

か
っ
て
い
る
最
中
で
あ
り
、

協
議
で
き
る
状
態
で
は
な

か
っ
た
。

問
　
　
　
２
回
目
の
メ
ー
ル

で
12
時
45
分
か
ら
下
校
を

始
め
る
と
送
っ
て
い
る
。

問

　
　
　
今
回
の
場
合
、
学

校
に
と
ど
ま
り
、
線
状
降

水
帯
が
収
ま
る
の
を
待
つ

の
が
最
善
だ
っ
た
の
で
は
。

教
育
次
長
　
学
校
に
と
ど

ま
る
措
置
が
必
要
で
あ
っ

た
と
思
う
。

問

　
　
　
各
学
校
に
は
警
報

発
令
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
あ
る
が
、
現
在
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
は
対
応
し
き

れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
変
更
し

て
は
。
登
校
後
、
警
報
が

発
令
さ
れ
た
場
合
す
ぐ
に

下
校
を
始
め
る
。
警
報
が

出
て
い
な
く
て
も
休
業
に

す
る
場
合
が
あ
る
。
線
状

降
水
帯
の
発
生
が
発
表
さ

問
　
　
　
先
日
、
教
育
長
と

学
校
長
の
連
名
で
「
気
象

状
況
に
よ
る
緊
急
対
応
に

つ
い
て
」
と
い
う
文
書
が

保
護
者
向
け
に
出
さ
れ
て

い
る
が
。

教
育
次
長
　
前
日
か
ら
大

き
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る

気
象
情
報
が
出
さ
れ
た
場

合
、
気
象
警
報
が
発
令
さ

れ
て
い
な
く
て
も
、
あ
ら

か
じ
め
翌
日
を
臨
時
休
業

に
す
る
と
い
う
内
容
の
も

の
だ
。
大
雨
に
よ
る
被
害

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
考
慮
す
れ
ば
、
既
存

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
現
状
に

即
し
た
も
の
に
改
訂
す
る

必
要
が
あ
る
。

問

　
　
　
　
　
私
た
ち
大
人

は
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

一
番
に
考
え
、
命
を
守
る

責
務
が
あ
る
。
十
分
議
論

を
重
ね
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
に
全
力
を
尽
く
し
て

も
ら
い
た
い
。

ま
と
め

通学路沿いの増水した四邑川通学路沿いの増水した四邑川
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藤 本 憲 一 議員

通学路の安全対策に歩道設置を
人も車も共存していく整備が必要町 長

　
　
　
子
ど
も
た
ち
の
生

命
を
守
る
交
通
安
全
対
策

も
一
つ
の
子
育
て
支
援
と

い
う
考
え
か
ら
、
通
学
路

に
歩
道
を
設
置
す
る
こ
と

で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

確
保
で
き
れ
ば
と
思
い
、

歩
道
設
置
を
提
案
す
る
。

　
危
険
な
通
学
路
も
あ
る

と
思
う
が
、
点
検
、
見
守

り
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長　
危
険
箇

所
を
把
握
す
る
た
め
「
か

つ
ら
ぎ
町
通
学
路
交
通
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
、

教
育
委
員
会
と
学
校
、

国
・
県
・
町
の
道
路
管
理

者
や
警
察
等
関
係
機
関
と

で
、
合
同
点
検
を
２
年
ご

と
に
小
中
学
校
区
全
域
で

実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

集
団
下
校
時
等
に
危
険
箇

所
を
子
ど
も
た
ち
と
点
検

問

　
　
　
歩
道
を
設
置
す
れ

ば
、
町
並
み
景
観
が
大
き

く
変
わ
る
。
歩
道
空
間
に

よ
り
子
ど
も
た
ち
の
安
全

が
確
保
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
同
士
の
コ
ミ

問 し
、
注
意
喚
起
を
促
し
て

い
る
。
通
報
窓
口
は
、
学

校
ま
た
は
教
育
委
員
会
へ

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
。

切
。
人
も
車
も
同
じ
道
路

利
用
者
で
あ
り
、
共
存
し

て
い
く
視
点
か
ら
整
備
を

す
る
必
要
が
あ
る
。

心
配
事
の
一
つ
で
あ
る
。

職
員
の
効
率
化
も
考
慮
し
、

再
度
除
菌
機
の
設
置
を
検

討
し
て
は
。

教
育
長
　
除
菌
機
を
設
置

す
る
こ
と
は
、
利
用
者
の

精
神
的
な
安
心
に
も
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
設
置
に
向

け
、
紀
北
工
業
高
校
に
製

作
を
依
頼
し
た
。
学
生
の

技
術
お
よ
び
探
求
心
の
向

上
や
、
社
会
貢
献
の
一
環

に
な
る
と
の
こ
と
で
、
製

作
を
快
諾
し
て
も
ら
っ
た
。

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

な
る
。
子
育
て
支
援
か
ら

ま
ち
づ
く
り
へ
と
発
展
し

て
い
く
と
思
う
が
。

町
長　
対
策
が
必
要
な
危

険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
緊

急
度
の
高
い
も
の
を
優
先

し
て
、
計
画
的
に
対
策
を

行
っ
て
い
く
。
み
ん
な
で

譲
り
合
い
な
が
ら
道
路
を

利
用
し
て
い
く
発
想
が
大

　
　
　
令
和
３
年
６
月
会

議
で
、
不
特
定
多
数
が
利

用
す
る
図
書
館
の
本
や
資

料
を
安
全
に
利
用
す
る
た

め
、
除
菌
機
設
置
を
提
案

し
た
。
そ
の
後
図
書
館
の

現
状
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
除
菌
機

は
大
腸
菌
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
は
殺
菌

効
果
は
あ
る
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
は
実
証
デ
ー
タ
が
な

い
と
い
う
状
況
で
、
手
間

は
か
か
る
が
返
却
本
を
職

員
が
ア
ル
コ
ー
ル
で
拭
き

取
り
、
除
菌
を
継
続
し
た
。

現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が

５
類
に
移
行
さ
れ
た
た
め

除
菌
は
行
っ
て
い
な
い
。

問
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
も
５

類
に
移
行
さ
れ
た
が
、
ま

だ
ま
だ
住
民
に
と
っ
て
は

問
図
書
館
に
除
菌
機
設
置
を

歩道があればもっと安全通学できるのに歩道があればもっと安全通学できるのに
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自
主
防
災
組
織
と

連
携
し
た
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
て
い
る
か
。

危
機
管
理
課
長
　
避
難
所

設
営
訓
練
や
、
自
宅
か
ら

指
定
避
難
所
ま
で
の
集
団

移
動
訓
練
（
実
際
の
災
害

を
想
定
し
た
）
を
行
い
、

自
分
や
家
族
が
取
る
べ
き

行
動
を
時
系
列
に
整
理
し

問

　
　
　
区
長
・
役
員
の
負

担
軽
減
の
た
め
に
、
初
動

運
営
キ
ッ
ト
の
配
布
・
設

置
な
ど
、
負
担
軽
減
を
含

め
た
仕
組
み
づ
く
り
は
。

危
機
管
理
課
長
　
初
動
運

営
キ
ッ
ト
が
役
に
立
つ
と

考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
活

用
し
て
い
る
避
難
所
ボ
ッ

ク
ス
が
あ
る
が
、
自
主
防

災
組
織
ブ
ロ
ッ
ク
別
会
議

に
お
い
て
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
き
、
整
備
方
法
を
研

究
し
、
よ
り
効
果
的
な
導

入
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問

防災減災対策について
慎重な協議が必要である町 長

　
　
　
今
年
６
月
２
日
に

起
き
た
豪
雨
災
害
を
受
け

て
、
地
域
の
人
々
か
ら
、

避
難
所
や
地
区
集
会
所
に

お
い
て
改
善
な
ど
の
要
望

が
な
か
っ
た
か
。

総
務
課
長
　
地
域
所
有
の

集
会
所
へ
の
意
見
や
要
望

が
あ
っ
た
。
近
く
に
大
き

な
水
路
が
あ
り
、
豪
雨
時

に
は
越
水
の
危
険
性
が
あ

っ
た
り
、
建
屋
が
非
常
に

古
く
、
耐
震
性
に
問
題
が

あ
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

が
不
十
分
で
あ
る
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。

問
　
　
　
空
き
家
利
用
な
ど

助
成
事
業
以
外
に
考
え
が

あ
る
か
。

町
長
　
補
助
金
や
助
成
金

で
、
自
治
区
・
町
内
会
が

建
設
す
る
ス
タ
ン
ス
は
、

基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
。

し
か
し
、
町
が
保
有
す
る

役
割
を
終
え
た
建
物
を
提

供
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

も
一
つ
の
方
法
で
も
あ
る
。

他
の
補
助
金
と
の
整
合
性

も
あ
る
。
た
だ
し
、
検
討

の
余
地
は
あ
る
も
の
の
慎

重
な
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

問

　
　
　
犬
を
飼
育
す
る
場

合
の
登
録
方
法
、
登
録
申

請
す
る
場
所
、
転
居
、
転

出
お
よ
び
転
入
の
場
合
の

手
続
き
と
、
現
在
の
登
録

数
は
。

環
境
課
長
　
登
録
申
請
は
、

役
場
環
境
課
の
ほ
か
、
伊

都
橋
本
管
内
の
協
力
動
物

病
院
で
も
手
続
き
が
可
能

で
あ
る
。
犬
が
転
居
、
転

出
お
よ
び
転
入
を
す
る
と

き
は
、
登
録
事
項
変
更
届

を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
犬
の
登
録
数
は
、

令
和
４
年
度
末
で
１
２
２

２
頭
で
あ
る
。

問

　
　
　
飼
い
主
の
マ
ナ
ー

向
上
の
た
め
に
、
「
動
物

マ
ナ
ー
講
座
」
を
開
催
す

れ
ば
ど
う
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
動
物
の

マ
ナ
ー
講
座
は
、
動
物
を

飼
う
上
で
大
事
な
こ
と
で

あ
る
。
施
設
の
開
放
や
施

設
利
用
許
可
証
の
発
行
は
、

動
物
を
苦
手
と
す
る
利
用

者
の
立
場
も
考
慮
し
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問

　
　
　
適
正
飼
育
の
推
進

を
促
す
た
め
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
ど
う
進
め
て

い
る
か
。

環
境
課
長
　
適
正
飼
育
を

推
進
す
る
た
め
、
犬
・
猫

の
避
妊
・
去
勢
手
術
補
助

金
の
交
付
や
、
各
種
啓
発

看
板
の
設
置
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
各
事
業
を
推
進

問 人
と
動
物
の
共
生
社
会
に
つ
い
て

す
る
に
あ
た
り
、
保
健
所

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
情
報
共
有
を
密
に
行

い
、
一
緒
に
な
っ
て
現
場

対
応
に
あ
た
っ
て
い
る
。

た
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

作
成
を
町
内
で
初
め
て
実

施
し
た
。

避難所初動運営キット

地域の集会所
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議会モニターの声
令和5年度

　町民の声を議会運営に反映するため、議会モ
ニター制度を実施している。提出された感想等
レポートの一部を原文のまま抜粋し掲載する。

　庁舎建て替え問題、建て替えの発案、この
問題の経緯（歴史）、計画の進み具合と質問
されたので、初めて聞く者にも非常によくわ
かりました。この問題は、町作りにも関わる
ものだし、経費も非常にかかります。この議
会でのやり取りを随時町民にも知らせ、広く
意見を聞きながら、町民と共に計画を推進し
ていくべきだと思います。
　　　　　　　　　　　　　（60代男性）

　２階の傍聴席は、クーラーが効きすぎで寒
かったです。設定温度を調節して、電気代を
少しでも節約して下さい。
　　　　　　　　　　　　　（60代男性）

　今回の議題は一般町民には理解しにくい内
容であったと思います。したがって事前に委
員会などで十分討論してお互いに理解を深め、
町民が聞いてもわかるようなレベルにまでし
ていただく必要があると思います。
　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

　かつらぎ町パークゴルフ協会さくら会では、数あ
るパークゴルフ場の中でも誇れる西部公園で、子ど
もをはじめ高齢者までの健康と友愛を第一として、
月例会を開催しプレーを楽しんでいる。９月10日開
催時に集まってもらい撮った１枚。

　説明や言葉がわかりやすかった。会議は、
短時間で密度濃く、スムーズに進んだ。これ
は、会議としてとても大切なことだと思う。
　　　　　　　　　　　　　（60代男性）

　子ども議会を町誌・議会だよりでそれぞれ
とり上げると結論されていたように思います
が、基本に基づいて丁寧に討論されているの
を感じました。
　　　　　　　　　　　　　（70代女性）

本会議 議会だより編集特別委員会

　“議会だより”は、固苦しく読み辛いイメー
ジがありました。殆どしっかり読んだ事はな
いように思いますが、どうしてかなと考えて
みても政治的な難しい専門の言葉、内容、私
達の生活に一番近い所なのに、深く考えられ
なくて遠ざけていました。今しっかり読ませ
て頂き、議員さんのとり組みや勉強されてい
ることを知ることが出来ました。
　　　　　　　　　　　　　（70代女性）

議会だよりを読んで
（９8号の掲載記事）

　今まで配信を見たことはありませんが、こ
れからはこの機会に一回でも映像や内容を読
んでいきたいと思っています。
　　　　　　　　　　　　　（70代女性）

議会ホームページを見て

議会だよりキャラクター
　『かきかあちゃん』

表紙写真紹介



　次世代シリーズ「がんばる人」は、スポーツや文化活動などで
頑張っている子どもたちを紹介します。学校の中だけでなく、さ
まざまな分野で一生懸命に取り組む姿を応援します。

次世代
シリーズ

これからの「かつらぎ町」を担うのは君だ ！
がんばる人
紹  介

①今、頑張っていること
②始めたきっかけ
③将来の夢
④かつらぎ町の好きなところ

和歌山県かつらぎ町議会：〒649-7192  和歌山県伊都郡かつらぎ町大字丁ノ町2160番地
TEL.0736-22-0300㈹ FAX.0736-22-0604 https://www.town.katsuragi.wakayama.jp/gikai/

町議会
ホームページ

和歌山県
かつらぎ町議会

笠田中学校３年

西浦 ひなたさん
にしうら

①駅伝に出場できるよう走り
を鍛えています。
②小学生の時に駅伝の練習に
参加したことです。
③周囲に元気を与えられる人
になりたいです。
④大好きな柿が食べられると
ころです。

妙寺小学校６年

井上 愛理さん
いのうえ　 え   り ①受験に向けて勉強を頑張って

います。
②私立の学校や受験をすすめら
れたからです。
③患者さんの気持ちに寄り添え
るお医者さん。
④自然が豊かで、おいしいフルー
ツがいっぱいあるところです。

梁瀬小学校３年

上田 茉穂さん
うえ だ　   ま　ほ

①大ステージで南中ソーラ
ンをおどることです。
②１年生のときから子ども
会で楽しんでいます。
③花が好きだから花屋さん
になりたいです。
④いろんなフルーツがおい
しいところです。

なんちゅう


